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令和３年度事業実施結果報告 

 

公益財団法人北海道消防協会 

 

Ⅰ 消防技術及び消防団員等の資質向上を図るための事業（公益目的事業１） 

 

  消防団員等が火災や災害から地域住民を守り、安全安心な地域社会を作り上げるた

めに必要とされる消防技術の向上、消防の団結強化、士気の高揚を図ることを目的に

以下の事業を実施した。 

 

１ 消防操法訓練大会事業 

（１）令和 3 年度北海道消防操法訓練大会 

   共催者である北海道と協議した結果、新型コロナウイルス感染症状況を勘案し、

中止としたことから、消防団員の技術の維持向上を図る一助として、江別市消防団、

日高西部消防組合平取消防団の協力を得て、消防操法要領を映像化した解説動画Ｄ

ＶＤを作成し、道内の消防団等に配布した。 

 

（２）第 28 回全国消防操法大会 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止となった。 

 

２ 消防研修事業 

（１）消防団員指導員研修 

   当初 2 月 14 日（月）～16 日（水）において消防団員の教育訓練の指導にあたる

者を研修することを目的として、北海道（消防学校）の協力を得て実施予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し中止とした。 

（２）消防団員現地教育訓練 

   消防団員の資質向上を図るため、北海道（消防学校）と関係機関及び消防本部の

協力を得て、消防団員に対する現地教育訓練を実施した。 

    実施箇所  ８箇所 

  ※当初１４箇所実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染状況等によ

り６箇所が中止となった。 

（３）新時代に対応した消防団運営のあり方に関する講座 

   消防団活動の充実や地域住民の協力による地域防災力の強化が益々重要になっ

ていることから、地域防災の中核である消防団の充実強化を進め、新時代に対応し

た消防団運営方策を講じるために、日本消防協会と連携し研修会を 1ヶ所開催する
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予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染状況等により中止となった。 

（４）消防職員の研修 

   防災指導の強化及び円滑な消防行政の推進を図るため、全国消防長会北海道支部

が実施する消防職員の研修に対し支援を行った。 

   なお、災害時における人命救助の向上を図るため、消防職員に対する救助技術の

訓練と指導を全国消防協会北海道地区支部と協賛して実施予定であったが、新型コ

ロナウイルス感染症の状況等により中止となった。 

（５）女性防火クラブ員の研修［令和 3年 11 月 15 日（月）］ 

   女性防火クラブ員の資質向上と活動能力等の向上を図るため、第 36 回全道女性

防火クラブ指導者研修会を実施した。 

    実施場所   かでる 2・7 

    参加者    女性防火クラブ員、事務局員等 44 名 

（６）各種研修会への講師の派遣 

   新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し中止とした。 

（７）日本消防協会等が主催する各種研修会等への参加支援 

   日本消防協会及び日本防火・防災協会が主催する研修会等へ参加する消防団員、

女性防火クラブ員への参加経費の助成、旅行斡旋等を行い、研修を通じた資質の向

上と活動能力等の向上を図った。 

【日本消防協会主催】 

① 消防団幹部特別研修 

    新型コロナウイルス感染症の感染状況等により現地開催は中止となったが、消

防団幹部候補中央特別研修と合同でインターネットを活用した映像配信による

研修の実施により、消防団の指導者養成を図った。 

    参加者 檜山地方支部から 1名  

  ② 消防団幹部候補中央特別研修 

    新型コロナウイルス感染症の感染状況等により現地開催は中止となったが、消

防団幹部特別研修と合同でインターネットを活用した映像配信による研修の実

施により、消防団の指導者養成を図った。 

参加者 男性の部 檜山地方支部から 1名 

女性の部 空知地方支部から 1名 

  ③ 第 26 回全国女性消防団員活性化大会 

    新型コロナウイルス感染症の感染状況等により中止となった。 

  ④ 消防団員等海外消防事情調査 

    新型コロナウイルス感染症の感染状況等により中止となった。 

 

【日本防火・防災協会主催】 
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① 全国女性防火クラブの集い 

    新型コロナウイルス感染症の感染状況等により中止となった。 

② 全国婦人防火クラブ連合会総会 

    新型コロナウイルス感染症状況等により書面による会議が実施された。 

③ 令和 3 年度北海道・東北ブロック女性防火クラブ連絡協議会・幹部地域研修 

会［令和 3 年 12 月 1 日（水）］ 

    北海道・東北ブロック各道県女性防火クラブにおける団体相互の交流と活動内

容等の情報交換などを行うことにより、各道県及び地域間の一層の充実・強化、

連携を図ることを目的として実施された。 

    実施場所   ホテル福島グリーンパレス（福島県福島市） 

    参加者    北海道女性防火クラブ連絡協議会 前川会長 

 

Ⅱ 防火意識の向上と思想普及のための各種啓発活動を行う事業（公益目的事業２） 

  防火防災意識の向上と防火防災思想の普及促進を図り、消防団等の士気の高揚と団

結強化を推進するため、以下の事業を実施した。 

 

１ 消防大会事業 

（１）北海道消防大会 

   第７３回北海道消防大会を岩見沢市において開催する予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大等の状況に鑑み、共催者である岩見沢市と協議した結果、

開催を中止とした。 

（２）表彰の実施 

   消防職・団員の士気の高揚を図るため、優良消防機関の表彰及び優良消防職・団

員の功績（功労）並びに勤続表彰を行った。 

   なお、本来であれば第 73 回北海道消防大会において表彰予定であったが、新型コ

ロナウイルス感染症の感染状況を勘案し中止となったことから、受章団体に対し各

地元において表彰式を実施した。 

  ① 消防団表彰（２団） 

   ・表彰旗  遠軽地区広域組合湧別町消防団 [表彰式：令和 3年 10 月 18 日（月）] 

滝川地区広域消防事務組合赤平消防団 

 [表彰式：令和 3年 10 月 20 日（水）] 

  ② 消防職・団員表彰（２，９６３名） 

   ・功績章      ３０６名 

   ・特別功績章    ２１９名 

   ・勤続章    ２，４３８名 

  ③ 個人感謝状 
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   ・本会退任役員             １６名 

   ・永年勤続（３５年以上）職団員夫人  ２３１名 

     ※退任役員感謝状（楯の授与）は、本会役員会等に対する顕彰事業（６ペー

ジ Ⅲの（２））により実施。 

 

２ 消防殉職者慰霊祭事業 

（１）北海道殉難消防員慰霊祭［令和 3年 11 月 5 日（金）］ 

   北海道殉難消防員慰霊祭は参列規模を縮小し、新型コロナウイルス感染症の感染

防止対策を講じたうえで札幌市において開催し、火災や災害等の活動により職に殉

じた消防団員、消防職員又は防火防災活動に協力して死亡した一般の人々の功績を

称え、その遺徳を偲ぶとともに、防火防災意識の高揚と消防活動で再び死亡事故を

起こさないための意識の啓発を図った。 

  なお、慰霊祭の模様については YouTube でライブ配信をおこなった。 

    実施場所  京王プラザホテル 

   参列人員  約６０名 

（２）全国消防殉職者慰霊祭［令和 3年 9月 28 日（火）］ 

  日本消防協会主催によりニッショーホールで行われた全国消防殉職者慰霊祭は

参列規模を縮小し、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じたうえで実施

されたことから、道内からの参列はなかった。 

 

３ 防火啓発、災害支援の推進、消防設備充実強化事業 

（１）防火啓発事業［随時］ 

  ① 防火 DVD の活用促進 

    防火防災思想の普及に寄与するため、防火 DVD の貸し出しを行った。 

     延べ ３４ヶ所 ６７枚貸出し 

② 着ぐるみ等の貸出し 

    各地域で行われる防火行事等に着ぐるみ等防火啓発物品を貸し出し、地域住民

の防火防災思想向上に向けた啓発活動に対し支援を行った。 

     延べ ８ヶ所貸出し 

（２）消防団ＰＲパネル展の開催［令和 3年 4月 27 日（火）から 30 日（金）］ 

   北海道と共催で消防団ＰＲパネル展を開催し、消防団をＰＲし消防団員増加に対

する意識付けを行うとともに、防災パネル等を掲示し一般住民に対する防火啓発を

行った。 

    実施場所 道庁１階ロビー 

 

(３）防火・防災に関する作品コンクール 
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   若年層の防火意識の向上と併せ、消防団に対する興味を持たせることにより、将来 

的な団員の確保に資することを目的に、北海道と共催で全道の小中学生を対象とし 

た、「防火・防災」に関する作品コンクールを実施した。 

【北海道消防協会長賞】 

(作文小学生の部) 札幌市立伏見小学校  ５年 伊藤 晏理 

(作文中学生の部) 北斗市立上磯中学校  ３年 伊藤 瑛亮 

(絵画小学生の部) 下川町立下川小学校  ５年 中村 山太 

(絵画中学生の部) 真狩村立真狩中学校  ３年 田村 心彩 

【北海道少年婦人（女性）防火協議会長賞】 

(作文小学生の部) 新得町立富村牛小学校 ５年 端野  郁   

(作文中学生の部) 札幌市立平岡緑中学校 ２年 服部 由良 

(絵画小学生の部) 旭川市立永山小学校  ５年 末岡 美来 

(絵画中学生の部) 池田町立池田中学校  ３年  髙嶋 航希（※） 

※髙嶋さんの作品は、（生協）全日本消防人共済会主催の防火ポスターコンクールに

おいて佳作に入選。 

（４）防火ポスターの配布 

   火災予防運動にあたり、全日本消防人共済会の作成したポスターを消防機関に配

布し、防火意識の向上と防火普及啓発を図った。 

配布数２，３０１枚 

（５）消防団応援の店事業 

   北海道と連携し、飲食等の事業所の協力を得て実施する消防団員に対する商品価

格の割引等のサービス提供を通じ、消防団員の活動支援を行った。 

【消防団応援の店登録状況】６７市町村 ４６２事業所（令和４年３月３１日現在） 

（６）災害支援事業 

   交付対象となる災害の発生がなかった。 

（７）消防設備の充実強化事業[随時] 

   住宅用火災警報器の設置率向上のため、普及啓発グッズ等配布を行った。 

 

４ 北海道消防新聞発行事業 

北海道消防新聞を毎月発行して、会員及び消防関係機関並びに一般住民へ配布し、

防火意識の向上と防火普及啓発を図るとともに、消防職団員に対する消防に関する情

報の提供を行った。 

    発行部数 ２２，５００部  

   

 

５ 自主防災組織育成強化事業 
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（１）女性防火クラブ連絡協議会育成強化対策事業 

  ① 北海道女性防火クラブ連絡協議会理事会[令和 3年 9月 27 日（月）書面開催] 

  ② 北海道女性防火クラブ連絡協議会定期総会[令和 3年 11 月 15 日（月）札幌市] 

参加者 女性防火クラブ指導者等４４名 

  ③ 北海道女性防火クラブ連絡協議会地区大会 

   女性防火クラブ十勝地区大会を１０月に開催予定であったが、新型コロナウイル

ス感染症の感染状況を勘案し、次年度に延期。 

  ④ 全国女性防火クラブの集い（再掲） 

  ⑤ 全国婦人防火クラブ連合会総会（再掲） 

  ⑥ 北海道・東北ブロック女性防火クラブ幹部地域研修会（再掲） 

⑦ 会報「北の安心だより」を４，０００部発行し、全道女性防火クラブ員へ配布

してクラブ員の防災意識の向上を図った。 

（２）少年婦人（女性）防火協議会育成強化対策事業 

  ① 全道女性防火クラブ指導者研修会の開催（再掲） 

  ② 女性防火クラブ地区大会の開催（再掲） 

 

６ 消防に関する調査研究事業 

消防団員確保対策等に資するため、消防団員数等の調査を実施した。 

 

Ⅲ その他の事業 

１ 消防互助事業 

（１）相互扶助事業 

消防団員及び消防職員の福利厚生事業として、会費を納入されている会員に対し

見舞金の給付等を行った。 

   香 典      ４６件     ４，６００，０００円 

   供 花      ３４件       ４５３，８８０円 

   弔 電      ３０件        １５，１９６円 

   罹災見舞金     ４件       ６８０，０００円 

   傷痍見舞金     ０件             ０円 

（２）本会役員等に対する顕彰事業 

本会役員を退任された１６名の方々に対し楯を贈り顕彰した。 

（３）消防殉職者遺族会事業 

   北海道消防殉難者遺族会の運営を援助するとともに、会報の発行（３００部）な

どを通じ遺族の福祉増進を図った。 

 

２ 消防団活性化対策事業 
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  消防団の活性化、消防団員の退団抑制並びに加入促進に繋がる事業により地域防災

力の向上を図るため、各地方支部に消防団活性化対策助成金を交付した。 

 ・消防団技能向上事業、感染症対策事業、防火 PR 及び入団促進活動等 

 ・交付額 １１，２７７，０００円（R2.10 定数 37,590 名×300 円） 

 

３ 地方支部推進事業 

（１）地方支部交付金 

   地方支部交付金を交付し、地方支部が実施する事業の円滑かつ積極的な推進を図

った。 

 ・交付額 １，８６４，８００円（加入者数 23,310 名×80 円） 

（２）地方支部事務局長会議 

   新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し中止した。 

（３）研修会等への出席 

   新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し本年度は未実施。 

 

４ 日本消防協会共済事業等 

  日本消防協会との連携を緊密化し、関連事業の効果的な推進に努めた。 

 

Ⅳ 会議の開催 

 

１ 北海道消防協会役員等会議 

（１）正副会長会議 

   第１回 令和 3 年 6月 8 日（火）開催中止 

   第２回 令和 3 年 6月 25 日（木）開催中止 

   第３回 令和 4 年 9月 書面開催 

   第４回 令和 3 年 11 月 5 日（金） 

   第 5 回 令和 4年 3月 書面開催 

   ※令和 3年 7月 8日（木） 打合せ会議 

（２）定例理事会 

   第 1 回定例理事会 令和 3年 5月 31 日（金）書面会議 

   第２回定例理事会 令和 4 年 3月 10 日（木）書面会議 

（３）定時評議員会 

   令和 3 年 6月 25 日（金）書面会議 

（４）臨時評議員会 

   令和 4 年 3月 18 日（金）書面会議 

（５）地方支部長会議 
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   令和 3 年 9月 書面会議 

   令和 3 年 11 月 5 日（金）  

（６）地方支部事務局長会議 

   新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し、中止 

 

２ 日本消防協会役員等会議 

（１）正副会長会議〔副会長：平井会長〕  

   令和 3 年 6月 17 日（木）  

   令和 4 年 1月 19 日（水）  

   令和 4 年 3月 4 日（金）   

（２）理事会〔副会長：平井会長、理事：能任副会長] 

   令和 3 年 6月 3日（木）  書面会議 

   令和 3 年 6月 9日（木）  書面会議 

   令和 3 年 6月 17 日（木）  書面会議 

   令和 3 年 7月 15 日（木）  書面会議 

   令和 4 年 1月 24 日（月） 書面会議 

     令和 4 年 3月 4日（金）  書面会議 

 

（３）評議員会〔副会長：平井会長、理事：能任副会長、評議員：坂口副会長、有賀副

会長、本間副会長〕 

   令和 3 年 6月 9日（水） 書面会議 

   令和 3 年 6月 17 日（木） 書面会議 

   令和 3 年 7月 17 日（木） 書面会議 

   令和 4 年 3月 11 日（金） 書面会議 

（４）日本消防会館建設運営委員会〔委員：平井会長〕 

   令和 4 年 1月 19 日（水） 

（５）消防団員確保対策等委員会〔委員：平井会長〕 

   令和 3 年度は未実施 

（６）福祉共済事業等運営委員会〔委員：能任副会長〕 

   令和 3 年 5月 26 日（水） 書面会議 

   令和 4 年 2月 2日（水）  書面会議 

（７）全日本消防人共済会理事会〔参与（総代）：平井会長〕 

   令和 3 年 6月 3日（木）  書面会議 

   令和 3 年 6月 30 日（水） 書面会議 

   令和 4 年 1月 19 日（水） 書面会議 

   令和 4 年 2月 7日（月）  書面会議 
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（８）全日本消防人共済会総代会〔参与（総代）：平井会長、総代：能任副会長、 

坂口副会長、有賀副会長、本間副会長〕 

   令和 3 年 6月 17 日（木） 書面会議 

   令和 3 年 6月 16 日（金） 書面会議  

   令和 4 年 3月 4日（金）  書面会議 

（９）都道府県消防協会事務局長会議 

   新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案し中止 

  


